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フェアが開催されていると聞き、タイ人の友人と行っ み ことにした。待ち合わせ場所には、遅刻屋の友人が、すでに大きなキャリーケースと共に待っていた。聞くと「買った本を入れるケースだ」という。どれだけ買うつもりだ 、半ば呆れ気味で会場に向かった。しかし、帰る頃には筆者自身も、大量の古書 『葬式本』を抱え、ケースどころか袋さえ持参しなかったことを呪う羽目になった。●タイの﹁古書﹂　
話しは少し逸れるが、ここでタ
イにおける「古書」について確認したい。タイにおいて「古書」は、大きく三種類に分かれる。ひとつは「中古の本」 。そして「古い本」 。この他に「希少本」があり、このなかに 、省庁内部の配布資料を
はじめ、 『葬式本』などの非売品が含まれる。研究者が特によく購入するのは、おそらくこの『葬式本』だろう。筆者も、みつけると欲しくなってし う本である。『葬式 とは、その名のとおり「葬式で配られる本」であり、亡くなった人物の来歴、家族構成、弔辞、思い出の写真等で構成さている。人によっては、自身の論文や、高僧の説法を掲載したりする。昔は、身分の高 者や偉業を成し遂げた者の功績を讃えて製作されていたが、近年では、作りたい者は誰でも作るし 両親 事に合わせて新たに製作する者も多い。この『葬式本』は、公的資料にはない「裏話」が掲載されていることがあり、研究資料として欠かせないものになっ いる。
●消えゆくバンコクの古書店　
こうした「古書」を扱う店舗は、















版元から直接買い取ったり 個人から譲り受けたりして品数を増やしている。おそ く、 『葬式本』であれば寺院周辺や収集家から、官庁内部の本は個人的なつてを使
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少本」も、タイに足を運ぶまでなく、インターネット 購入できるようになった。外国人研究者にとって、これほどありがたいことはない。しかし 何となく寂しさを感じてい のは筆者だけだろう
か。山のように詰まれた、古い紙の少しすえた臭い。沢山の本を、時間を けて自分の手に取り、面白そうな本と偶然出会ったとき興奮。そういう感動が、今も時折恋しくなることがある。古書を探すとき、利便性と郷愁 の間で心が揺れ動くのを感じる。　
そんな古書を愛する者にとって、
ブックフェアは特別 意味を持つブックフェアは毎年三回行われているが、最大規模といえる は、四月二日の「読書愛の日」を含む三月末から四月頭にかけて開催されるものだろう。 東京ドーム約一 ・五個分の敷地全体に展開する会場を人々が埋め尽くす。　
このブックフェアは一九七二年
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